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 【今週の予定】                                                    

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

６（月） 全学年 春休み最終日 ※この時期は休む勇気・遅刻

する勇気・早退する勇気が

とても大切です。最初だか

らと頑張りすぎる必要はあ

りません。 

※あくまでも予定です。生徒

さんの疲労の様子を見なが

ら変更して参ります。 

７（火） ２３年 大清掃・前期始業式・クラス発表 

８（水） 全学年     入学式     

９（木） 

1 年 10:20 登校 学年集会 校内見学 

２年 単位確認 履修選択 分掌講話 LHR 

３年 履修確認・二者面談 LHR 

支援 二者面談 

10（金） 全学年 対面式 

 

【パイルアップ・ママズカフェより】                  今週は軽食のみの販売となります。 

 

パイルアップ とは？ 

 本校が『パイルアップ』と言う言葉を用い始めて２０年になります。『できない事を嘆 

くよりできていることを大切にしよう』と言うような主旨で私はイメージしています。 

毎週休まず発行し続けているこの通信は、私から生徒さん、保護者の皆様へのラブレ 

ターのつもりです。難しい漢字や意味の分からない表現もたくさんでしょう。自分で調 

べたり、担任の先生や保護者の方に聞いて、どうか自力で意味を理解して下さいね。 

 

【今日のイイね】 

桜 

 校庭の桜が本当に奇麗です。例年は入学式の頃はほとんど散ってしまっているの

ですが、今年は十分記念写真に堪えうるのでは？百花繚乱のごとく咲き誇る様子も、

照明に照らされる少しだけ物悲しい夜桜も、いずれも味わい深いものです。 

 

 ふと考えるのです。私たちが桜と呼んでいるのは、前後わずか一週間程度の『桜の

花』のことですよね？残りの３５０日程の長い間、目の前に堂々と存在する『桜の木』

のことを少しでも気に留めることがあるのでしょうか？彼らは実はいつもそこにいるの

です。それなのに私たちは桜の花にのみ美しさを見出してしまうのです。 

 

 そう思いながら再度校庭の桜に目を向けてみました。地上には既に散ってしまった

花びらが一面を飾っています。風が吹くと、今の今まで咲き誇っていた花びらがつい

にそのしがみつく力を失い、空を舞い始めます。全部が全部美しいことに改めて気付

きます。そしてこれからまた３５０日間ほど、来るべき来春の満開に備えてじっと耐え抜

く日々を迎えるのです。その姿もまた素晴らしい美しさではありませんか？ 

 

 ２・３年生の皆さん。春休みの期間ずっと君たちと会いたかったです。新入生の皆さ

ん、君たちと会える入学式をまだかまだかと心待ちにしていました。だからこそ、今日

に至るまでの見えない君たちの日々のすべてに、心からの敬意を持ちたいと思いま

す。咲いている瞬間だけが花じゃないのですから。同じように君たち同士でも、お互い

の今に敬意をもって接していってほしいと願います。腹が立つこともあるでしょう。決し

て良いことばかりでもないでしょう。それでも、桜の花は決してお互いを比較したりは

していないはず。今ここにあること、それだけで君たちは１００点満点の人生を歩んで

いるのです。衝突を繰り返しながらも、お互いに素敵な１年を刻んでいきましょうね！ 

 

 

 散ってしまった校庭の桜の花びらを使ってハート

マークを作ってみました   まぁ！かわいい(^▽^)/ 

ね？散ってしまえばもうおしまい、ではないのです。

用ありか用なしかは、私たちが勝手に考えて決めて

しまっているのです。何事もそう。まぁあ花びらさん

の気持ちは聞いてみないとわかりません。やっと散

ったのにまだ働かせるのか！と怒っているかも（汗） 


